様式第６号
年　　月　　日
（あて先）飯　塚　市　長　　
住　　所
団体名　
代表者名　　　　　　　　　　　印
飯塚市新技術・新製品開発補助金実績報告書
　　　　年　　月　　日付　飯経経産第　　　号により交付決定を受けた補助事業が完了したので、飯塚市補助金等交付規則第１３条の規定に基づき、下記のとおり報告します。
記
1． 事業の実施状況　　　　別紙のとおり
2． 事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
3． 補助金を受けようとする額　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
4． 事業の着手及び完了日　　　　着手年月日　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　完了年月日　　　　　　　　　年　　月　　日
（別紙１）

事業実績報告書
企業名

	事業の名称
	


	事業実施場所
	

	開発日程
	

	主任研究者
	

	他からの指導者・協力者
	


1． 事業の経過

	


2． 事業の成果

（1） 補助事業の成果

	


· 上記記載内容を説明する資料（詳細な報告書や写真等）を別途添付すること。

　【補助事業に係る特許権、実用新案権等の取得・出願状況】

　
	種　　類
	取得済

出願中
	登録年月日

出願年月日
	内容（名称、概要等）

	
	
	
	

	
	
	
	


（2） 成果の企業化の見通し

	


（別紙２）

決算書
　企業名

1． 事業費

（１）支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	経費区分
	予　算　額
	決　算　額
	補助金充当額
	備　　考

	原材料費
	
	
	外注加工費の額
（　　　　　　　）
直接人件費の額
（　　　　　　　）
	

	構築物費
	
	
	
	

	機械装置費
	
	
	
	

	工具器具費
	
	
	
	

	工業所有権導入費
	
	
	
	

	外注加工費
	
	
	
	

	技術指導受入費
	
	
	
	

	直接人件費
	
	
	
	

	その他の経費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（２）収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	経費区分
	予　算　額
	決　算　額
	補助金充当額
	備　　考

	自己資金
	
	
	
	

	借入金
	
	
	
	

	その他の補助金
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


※外注加工費は、補助金申請額の４分の１以内とする。
※直接人件費は、時間単価の上限は１，６００円、補助金申請額に占める総額の上限はソフトウェア業、情報処理業にあっては６０％、それ以外の業種にあっては４０％とする。
2． 経費内訳

（１）支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）　

	区分
	種別
	単位
	数量
	単価
	金　　額
	入手
年月
日　
	支払
年月
日　
	支払先
	補助金充当額
	備考

	
	
	
	
	
	予算額
	決算額
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（２）収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	区分
	金　　額
	調達年月日
	調　達　先
	備　　考

	
	予算額
	決算額
	
	
	

	
	
	
	
	
	


〔記載上の注意〕

１．この決算中、予算額とは申請書の経費明細書に記載したものをいい、補助事業計画を変更した場合には、その承認を受けた計画に基づくものをいう。

２．補助事業に要する経費の未払い・未了分については、支払予定年月日を備考欄に記入すること。

3． 予算額と決算額が著しく相違するときは、その理由を備考欄に記入すること。

4． 機械等の据え付け費は、機械本体の経費と分明しているものの場合は、種別欄に記入するものとし、分明できない場合は、備考欄に据え付け費を含むと記入すること。

5． 自家製造のものについては、収支明細書中「入手年月日」とあるのは「完成年月日」と読みかえること。

6． 直接人件費については、別紙３ 直接人件費の内訳及び別紙４ 業務報告書（月報・日報）を添付すること。
